
太平洋島嶼国経済復興事業（観光分野）
-太平洋島嶼地域における観光事業の可能性-

出所：調査団撮影



太平洋島嶼国にとっての「観光」
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本編に入る前に・・・

太平洋島嶼国においての観光事業の立ち位置とは？

GDPに占める観光収入の割合は？



太平洋島嶼国にとっての「観光」
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太平洋島嶼国の観光収入
出所：JICA(2022)大洋州地域大洋州地域における観光開発分野情報収集・確認調査

平均
約17.3%



太平洋島嶼国にとっての「観光」
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【2019年比】外国人訪問者数（オセアニア地域）
出所：UNWTO Tourism Recovery Trackerを参照に調査団作成

(https://www.unwto.org/tourism-data/unwto-tourism-recovery-tracker)

6%

-98%

-92%

-40%

2023年12月
-21%

*2019年を基準(0)とした場合

https://www.unwto.org/tourism-data/unwto-tourism-recovery-tracker


地域 メラネシア地域 ポリネシア地域 ミクロネシア地域

Pre-Covid (2019) 1,333,968人
(100%)

663,856人
(100%)

38,389人
(100%)

Under-Covid(2021) 61,559人
(2019年比:5%)

96,555 人
(2019年比:15%)

34人
(2019年比:1%未満)

Post-Covid (2022) 821,584 人
(2019年比: 62%)

397,631人
(2019年比: 60%)

5,114人
(2019年比: 13%)

太平洋島嶼国にとっての「観光」
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太平洋島嶼国外国人訪問者数
出所：SPTO(2023) 2022-Annual Visitor Arrivals Reportを参照に調査団作成



本日のアジェンダ

≪前段≫
太平洋島嶼国

にとっての「観光」

事業/活動
概要＆成果

観光事業の
可能性

【その他】
・ブローシャー紹介
・ネットワーク紹介

サバイイ島の溶岩原
（サモア）⇒

⇐廃ガラスを再利用して作
るお土産（パラオ）

世界で最も近づける
タンナ島の火山（バヌアツ）

⇒

⇐古代文明の世界文化遺産
（ミクロネシア連邦）

出所：調査団撮影

出所：SPTO

出所：調査団撮影

出所：調査団撮影



事業/活動概要＆成果
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観光セクターの振興により、太平洋島嶼国・地域の経済成長の回復を促す。

目的

ブローシャーのターゲットは、太平洋島嶼国/地域になじみがない日本人観光客とする。

このブローシャーの主な目的は、①日本人観光客に太平洋島嶼国・地域の魅力をアピー

ルし、②太平洋島嶼国/地域に興味を持ってもらい、③興味のある国・地域を検索する

などの「最初のアクション」を起こしてもらうことである。

活動 2: 16か国/地域のブローシャーの作成

オンラインビジネスマッチングプラットフォームのWebサイトに、ブローシャーやネットワーク実施

報告書などを含む観光コンテンツを提供する。コンテンツ例：各国・地域の紹介、各国・

地域のブローシャー、各国観光局Webサイトや公式SNS（Facebook等）などへのリンク。

活動 3:オンラインビジネスプラットフォームへの観光コンテンツの提供

本ネットワークは、日本及び太平洋島嶼国・地域の参加者に対し、「知の共有」、「事業検討」、

「セミナー・研修」の機会を提供する。本ネットワークの主な目的は、「相互理解」を促進するだけでな

く、「新たな観光ビジネスの機会を創出する」ことである（2024年5月31日現在：登録者数 96人）。

活動 1:日本・太平洋島嶼地域持続可能なグローカルツーリズムネットワークの設立と実施



事業/活動概要＆成果
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事業/活動 成果

1 日本・太平洋島嶼地域
持続可能なグローカル
ツーリズムネットワー
クの設立と実施

⚫ 2023年10月に設立
⚫ 参加登録者人数：96名（日本67名（民間25名）、太平洋島嶼国：29名（民間

7名））
⚫ テーマ別分科会：2回

➢ 2023年11月：地域資源を活用した観光開発（32名）
➢ 2024年4月：火山を活用した観光開発（51名）

⚫ セミナー/研修：3回
➢ 2023年12月：太平洋島嶼国における持続可能な観光商品開発（52名）
➢ 2024年1月：ドローンを活用した観光PR（44名）
➢ 2024年2月：観光資源としての星空とその撮影技術（38名）

⚫ 事業検討分科会：2回
➢ 2024年3月：現地観光ツアー実施
➢ 2024年5月：現地教育関連研修実施

2 16か国/地域のブロー
シャーの作成

◼ 16か国/地域のブローシャー作成（日本語版＆英語版）【最終化中】
◼ 16か国/地域のブローシャーの配布【2024年7月以降想定】

3 オンラインビジネスプ
ラットフォームへの観
光コンテンツの提供

◆オンラインビジネスプラットフォームにおける観光コンテンツへの情報提供
【プラットフォーム構築中】



観光関連事業の可能性
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ツアー

交通 宿泊

一次産業
先進技術

飲食 その他

太平洋島嶼国



観光関連事業の可能性
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区分け 観光関連事業例

ツアー 「海」以外の観光資源（星、火山など）を活用した一般観光客ツアーの造成
現地の取り組み（環境保護など）に着目した教育機関向けスタディツアーの造成
文化・歴史を軸としたツアーの造成
長期滞在プログラムを軸としたツアーの造成
太平洋島嶼地域を周遊するアイランドホッピングツアーの実施

交通 観光地へのアクセス改善を目的とした環境に優しい交通システムの導入

農業 狭い国土でも地産地消が可能となる農業の実施

宿泊 恒常的に不足している中級ホテルなどの宿泊施設の建設・運営
民泊事業の運営

飲食 日本の食文化に類似性を持つ地域での日本食レストランの運営

先端技術 ドローンなどの先進技術を活用した観光プロモーション事業の共同実施

その他 ☆現地土産の開発・販売
☆太平洋島嶼地域から日本への誘客（インバウンド促進）



観光関連事業の可能性
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区分け 観光関連事業例

ツアー 現地の取り組み（環境保護など）に着目した教育機関向けスタディツアーの造成
太平洋島嶼地域を周遊するアイランドホッピングツアーの実施

①教育機関向けスタディツアー@パラオ
環境保全への取り組みが最も進んでいる国のひとつ。パラオプレッジ、サンゴに有害な
日焼け止めの禁止だけでなく、ベラウエコグラスのように完全循環型のリサイクルセン
ターを持つ。実際に日本の学校の訪問を受け入れ実績も有り。
②アイランドホッピングツアー@太平洋島嶼全域
日本から直行便があるフィジー（メラネシア地域）から、文化圏が異なるポリネシア地
域のトンガやサモアへ行ったり、ナウル航空のアイランドホッパーで、パラオ⇒ミクロ
ネシア連邦⇒マーシャル諸島⇒キリバス⇒ナウル⇒フィジーを回るなども可能。

出所：調査団撮影 出所：調査団撮影
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！

メラネシア地域をとことん味わう！



観光関連事業の可能性
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区分け 観光関連事業例

宿泊 恒常的に不足しているホテルなどの宿泊施設の建設・運営
民泊事業の運営

①ホテルの建設・運営@フィジー、サモアなど
フィジーでは世界各国からの観光客増加により、ホテルが慢性的に不足している。日本
だけでなく、オーストラリアやニュージーランドなどの近隣諸国からの観光客をター
ゲットにしたホテルの需要は高い。
②民泊事業@バヌアツ、サモア、マーシャル諸島など
大規模なイベント（パシフィックゲームズなど）などが行われると、宿泊施設が瞬く間
に埋まり、一般家庭が宿泊先となることがあった。民泊事業が始まることで、観光客を
受けいれるキャパシティが広がり、さらに現地住民に直接的な収入向上につながる。

出所：調査団撮影 出所：調査団撮影 出所：調査団撮影



観光関連事業の可能性
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区分け 観光関連事業例

飲食 日本の食文化に類似性を持つ地域での日本食レストランの運営

①日本食レストランの運営@サモア、マーシャル諸島、ミクロネシア連邦など
「生魚」を食べる習慣を持つ国が多い。たとえば、サモアでは、サシミや日本で有名な
醤油メーカーの名前が良く知られており、身近な食べ物となっている。また、醤油と砂
糖で甘辛く煮込んだ豚肉があり、その味わいは角煮とほぼ同じであった、日本食が受け
入れられる素地は十分にある。

サモアのマグロのたたき。ホテルのメ
ニューにほとんどある。

マーシャル諸島の刺身弁当。打ち合わ
せのランチにでるほど身近。

サモアのケケプア（饅頭）。
中身は角煮に近い味の豚肉。

出所：調査団撮影出所：調査団撮影出所：調査団撮影



観光関連事業の可能性
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区分け 観光関連事業例

一次産業 狭い国土でも地産地消が可能となる農業の実
施

①栽培技術の導入@マーシャル諸島など
多くの太平洋島嶼国は農作物（特に野菜）を輸
入に依存しており、「現地の食材で現地の食べ
物を食べたい」という観光客ニーズを満たすこ
とが難しい。水耕栽培などの国土面積に拠らな
い農業技術を導入することで、ニーズを満たす
だけでなく食料安全保障にも資する。

区分け 観光関連事業例

その他 ☆太平洋島嶼地域から日本への誘客（インバウンド促進）

①インバウンド促進@フィジー、サモアなど
フィジーやサモアでは「日本の観光事情」と「日本の観光事業者」について聞かれ、日本を
旅行目的地（デスティネーション）として捉えていた。サモアでは日本で行われたラグビー
ワールドカップを観戦するために、日本へ渡航した現地の人もいた。また、インドネシアの
バリ島でウェディングをあげたり、オーストラリアに旅行するサモア人も増えているとのこ
とであった。

出所：調査団撮影



その他① グローカルツーリズムネットワーク紹介
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ディスカッション

アイデア
セミナー/研修

ディスカッション

【テーマ別分科会】 【観光事業検討分科会】 【セミナー/研修】

グローカルツーリズムPF グローカルツーリズムネットワーク

【コンセプト＆活動】

• 「新たな観光ビジネスの機会を創出すること」を目的とし、2023年10月に設立。

• 参加登録者人数は、2024年5月31日現在で「96名」（日本67名（民間25名）、太平洋島嶼国：29名（民間7名））。

• 日本及び太平洋島嶼国・地域の行政機関、学術団体、民間事業者などに対し、以下の活動を通して「知の共有」、「事業検討」、「能力強

化」の機会を提供。

 テーマ別分科会：特定のテーマに沿って登壇者が事例を発表する。課題・教訓・事業機会などの知の共有を図り、参加者は新しい観光事業のア

イデアを獲得する。

 観光事業検討分科会：テーマ別分科会もしくはセミナー/研修の実施を経て創出された観光事業を検討する。グローカルツーリズムネットワークは、

場の設定とファシリテーションを行う

 セミナー/研修：観光関連に係るセミナー/研修の場を参加者に提供する。民間事業者には、自社事業をアピールする場としても活用してもらい、参

加者との観光事業の共創を促す

知の共有 事業検討 能力強化



その他① グローカルツーリズムネットワーク紹介
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【現状＆実績＆成果】

第1回テーマ別分科会：地域資源を活用
した観光開発（神津島ｘフィジー）
（参加人数：32名【太平洋側：3名】）

第2回テーマ別分科会：火山を活用した
観光開発（三宅島×サモア×バヌアツ）
（参加人数：51名【太平洋側：20名】）

第1回セミナー：太平洋島嶼国における
持続可能な観光商品開発（UN Tourism）
（参加人数：52名【太平洋側3名】）

第2回セミナー：ドローンを活用した観
光PR（ドローンエンタテインメント横
田氏）（参加人数：44名【太平洋側8
名】）

第3回セミナー：観光資源としての星空
とその撮影技術（写真家/週末冒険家山
下氏）
（参加人数：38名【太平洋側：12名】）

助成金/補助金活用

事
業
実
施

観
光
関
連
研
修
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ー
実
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影
ツ
ア
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面
談
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し
込
み



その他② ブローシャー紹介
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【コンセプト＆活動】

• ターゲットは、太平洋島嶼国/地域になじみがない日本人観光客

• 主な目的は、日本人観光客に「最初のアクション」を起こしてもらうこと。

• ブローシャを通じて、日本人観光客に太平洋島嶼国・地域の魅力をアピールし、太平洋島嶼国/地域に興味を持ってもらい、③興味のある

国・地域を検索するなどの「最初のアクション」を起こしてもらう。

• ブローシャーはデジタル化（日・英）し、日本および太平洋島嶼国/地域の観光関連機関と事業者が自由に使えるようにする。

• ブローシャーの特徴は以下のとおり。

 網羅性：16か国/地域の観光情報を収録。観光地として有名なフィジー、パラオ、ニューカレドニア、仏領ポリネシア（タヒチ）以外にも、日本人に

馴染みが薄い国/地域も含めた。

 公平性：観光資源や開発度合いに差はあるが、すべての国/地域を見開き1ページずつの分量にまとめた。

 多様性：「青い海」「白い砂浜」「優しい人々」など、すべての太平洋島嶼国/地域にほぼ共通する観光資源/要素だけでなく、各国/地域が持

つ特色ある観光資源に焦点を当てた。

 娯楽性：フローチャートやクイズを入れたり、モデルコースを見せたりすることで、ブローシャーを読む楽しさを念頭に置いた。また、クイズの答えを他の国/

地域のページに記載することで、読者の興味・関心が他国/地域に広がるように工夫した。
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ご清聴ありがとうございました。

出所：調査団撮影


